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等があった。

成谷岩

昨年大塩でノヲキグ@ 採集会のあった時、北村先生
つが雲彦山代行きたいと込らされたのか、今度の採集会
②行われた機縁となった。
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橋を渡るとそれより上恰ナっかり木を伐っている。
伐採跡の念掛商にはミカエ. ' 1 ) Y ウがー商民生えでいる
とれは陰樹だかちとのあたりの木が茂っていた時はも
っと沢山生えていたであろう。現在の様に木を伐って
しまってはもう絶滅ナる一方であろうとの事である。
そとの売のあたり にはノヨキ1 ) ' ; / ダ・ヤマヤプy テ' 7
・5〆ケ Y ダ・イノデ吾 F キ・イ J デ.
ダ・マメグタ・サジラシ・ヲヤチγイノデ・キ冒タキ
シダ・イヌ手ヤセシジダ毒事のγダ類やアオホヲゴケ・
チ宮ウチシゴケ・ホウオウゴケ・ケガシゴケ等コケ類
も多いが同 c運命をた} ! るのであろラ。反対側の河原
氏は、ミヤマ冒メナ'1ft咲いているが農の上のは発育不
良でシユシジユギグとも見える。途中オオメアサヵ・ラ
の大木があった。- 1 . 1J l! バ・ペシケイ y" ・ィズセシ
ワ軍ウ・ P ジポグ・冒ロ f グサ等も見えた。木馬遺正、
りそれて横の谷氏入る。遣は狭〈傾剰が念なの& ，t 人数
が多ふので、なかなか前皇室しないo !tしでも嘆い処が
あると先生方を中心rtcかたまってしまう。その軍事cっ
としていてもあたりの植物が分る。木を伐ってしま b
てv、るが割合に種類は豊富吃カラスザシ，ショウ・ E メ

l ! サカキ・ヲヤケヲイバラ・ア
アτチヤシ・ウ宮ノキ・司ジ J アtザミ・-V， JI JI ぜ・ヨ
ウy ・ェ l?:j!ヲイチゴ・カチムグラ. l ' ワガネゼシ T

イ・甲冒ウメシジダ・? " チヤシ付ギグ・ゴシズイ・主
メユヌ1 ) . > 、. ヵ・グウヲギ・チベナ・アォヵ，' ' ; / ・. A ラサ
キジキプ・チジミザサ・ぜチンカグヲ・3 ヤ・イボタ
ノキ等が見られる。北村先生よりとのあたり K あるす
一- . ノグジやその他キグ科植物についてお話を閣〈。又
沙し登った処で隷かが持って来たヤ可トテンナンジ司
ウの傍熔萄や肉穏花序の先端・の特徴について、詳しい
『お話があった。先生'1ft探しておられるア. 1 ) セ守は} ! ん
なのであろうか? 同時にその根を食べられ? と時の辛疎
な辛ざ等の体験談や、あたりのサ V ギグ等についてお
揺があった。そろそろ稽くなったので宿舎に戻る。直
ちFて野珊にはさむもの、胴誌を整理ナるもの、名前の
分らぬのを聞くもの等あはた 7 し〈日が暮れてゆ〈。

夕食後金員ー室& - c 集る。北村先生が皮切型& - c r牡丹
と考察Jliてついて話をさh る。つづいて川崎先生御持
. 参の白井党太郎博士の不老長生棄の文献を中心氏、' "

ム 57 -

しかし北村先盆は、室井先生が昭和 7年雲彦山で探
b れたてワセ T の標本を見て、珍らしい、，或は理種で
はなかろかと、疑問をもたれてか b 十年との方、一度
現地へ行って見たいとの希望をもって居られたのぜか
ら、 s十数年の患がかなうかどうかという重大な意義を
もっ採集会であった 0 '

そもそも掌彦山とは洞ケ岳・鋒立山三辻山の三峯の
橋称であるが、世間では麓の鳥居前より北を望ん常時

: 天を衝いて曲者って見えるピラミ' 7 1 " 型の峯、洞ケ岳の
みを指じている。洞ケ岳ば更に不行岳・第三峯・地裁
ケ岳・大天井ケ岳に分れている。昔は「播磨の大峯」
と呼ぽれ修験者の行場であったが、近年は日本百景の
ーとして、叉ロタグ・グライミシグの練習場として訪
れる人為少〈ない。比較的近年皇室大森林氏おおわれて

『いた錦、植物の種類も多かったので播磨地方の植物桝
究者も殆E 一度は訪れている。しかし積物の糧類や分
布については発表されたものがタ〈、わずぞかlit兵庫殿
博物準会会誌三苦手K 記載されてい屯田命先生指導の植
物採集会の言目録( 西本俊夫氏〉及び播磨植物目録によ
ってその片鱗? とうかがい知るに過ぎない。姫路かち約
七里であるが、山之内迄バヲζが遭っている。其処より
ユ約一塁歩けぽ麓の賀野神世の鳥居前代着〈。とれより
右の坂を登れlま約八町で賀野神世へ、: a 夢前J I l rtc i治う
て行けぽ登山遭にさしかかる。神秘な感じの山だ。

昭和二十四年五周二十八日姫路駅西出口氏集合。参
加入員四十余名。‘議定より少しお〈れて午後三時二十
五分トラ 1長男民乗り出発。五時今晩の宿舎賀野神祇世
務所前に到着。目前雪彦山( 洞ケ岳) が遁る様に重量え
ている。門を入ると慶長六年、時の姫路披主池田輝政
公が' * 山した時植えたといわれる榊の大木がある。そ
の巣い草李氏植えつけてあるセキヨグが我々を歓迎ナ
るかの様K 咲き誇ってゐる。薄暗く茂った中氏輝〈ほ
かりの白い花は甚だ印象的だ。
サンマー F イムの有難さで、査時迄とはいえまだま令

官f日は高いD で附近の事詩集に出掛ける。五時四十笠分
ウラグロウヲキ咲く夢前川代詰寄って少し登ると、杉の
造林地帯代入る o 橋の手前で悶JII先生よりイワへゴそ
の他あたりに生えてているシダ類rtcついてお話を聞く
あたりには、ヨンテ宮、' 7 af ・シヤタ・ミヤマ冒メナ
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ろいろな質問や体験談が飛び出し殻はそれかちそれへ| ーって帰って植える震とらうと」し? とが高〈て採れない。
と花が咲いて夜の更けるのも忘れていたが明白色採集.1 上から廻って採ろうとタイチググすとでも呼ぼれそう
があるので残危ながら切り上げて十時頃床についた o Iな岩と岩との細長い際関を湿り上へ出た o とり落ちた
手ナ九日も心配していたが幸今日も晴天だo 準備に | ら大変と木につかま 5ながら大騒ぎしてやっとおる。

手間どマている関tて元気な生徒遣は先代出発してじま | 右側は木が茂っているが左側はナっかり木を伐ってい
った o 七時傘世務所を出て咋日の木馬遣を沙レ登り橋 1 る。併しどちらも念な焼面で遣は、馬の背の撲な尾根

Uてっすいてゐる o .，...:::，;:ニドウダンが上へ登る程美し〈な!
る様Uて思えるo' 主主は念teじ岩は多〈て登り i'C <  ¥[¥イ
ワガサ・チゴ品ワ・オオメエカ・チ・イワタケ・ワョゥ

の手前から左へ折れて登 p 始あた o とたんに大きな滑
にぶつっかり驚かされる。杉林の中をジグザグと登る
主主が念なので息苦しい。カラ 1 ザンショウ・ヲグバネ

. アクシバ・ウスノ
キ・アセピ・スノキ・イヌカ事ャ二ウラジロノキ・イ' "
ヤカエデ. 1 : ; メユズワハ・タニタデ・ ρ グウンボグ・

二十時二十五分主雲氏頂上代，、
若〈、践に大分登って唐た。イワカタミの花を持って

ウスキヨウラグ等をとりつつ少し登る o 1 : ; カグヲヅヲ
があらわれて来た。遣が急なので高さははかどる o 林
がつきて伐採跡へ出る。右側の木一つ屯ない谷のむと
う代、木と絶壁でつ〈られ? と大天井不行岳が厳然と重量
えている。左は念到面になって、はるか下の我々の泊
づた坂根の部落Vてっすいている。随分高〈登ったもの
だ。振り返って見ると夢前川の谷をへだて h 賀野紳抵
の屋根が見える o お宮の廻りだけ木が茂っている。一
休みしているうちにおくれていた人々も揃ったので再
び登りはりあたどれからが大変だった o 木を伐つ? とま
』遣に蒋がしてあるのだかち遣がさっぱりわからない
議会P易ずそうな焔を選び又縛んでいる木から木へ俸っ
たり、その下を〈ぐったり難行苦行して主去る O とても
採集E とろではないやっと英処を通過して林の中氏入
り!J7し望書むととれは驚いた o 遣は岩がごろごろした農
場になっでいる。右側ば大きな岩がおおいかぶd る様
になっていて今氏も〈ず、れ落ちそうだ。出雲岩だとい
うの告さそうだ。と L で全員揃うのを待っとと代ナる。
時代八時五十追分。胴百1 J をおろしホ? と息をつく。ウ
シコロジの花盛りだ。ふと見土げると大きな蜂の巣が
岩代ぶら下っている。休憩中北村先生が「故国代先生
の採集日記を発表しようと思い今整理中だが、その中
氏雲彦山は峻しい山だと書いてあるので覚悟ほして来
? とが、成程びどい山だ、今迄はとても採集E とろでは
なかった O しかしとれから頂上迄はゆっ〈り見て行き
ましょう」等いろいろな穏をされてゐる中代遅れてい
た人もぽつぽつと鷲<0 熱心な人はあたりの植物を採
って来る 0 'コバシノキ・ E チウチワカエデ・ダシコウ
メイ・コ? ユミ・イワカ' ラミ等々音量かがヲ タウ yレγを
持って' * た時、それ』てかぶれた時の治療法として川崎
先生が秘俸を公開された。即ちアプラグを熱〈湧いて
その熱いうち』てかぶれた処をたんねん伐とナる。そう
して後でそれを食ぺておけぽよい。

再び登りはじめる。 7 カグナンキシナナカマ γが咲
y  いている。途中沙し外れて出雲岩の上へ出る o 左の岩
の上のギボウザ薬柄聞い斑ながあって商白い。持 • 

我キを迎へる。頂上北東』て咲いてゐ? と。
晴れてはいるが山や谷はぼんやりと霞んでいる。高

峻なだけに眺望もい L 、大き〈開けた南方向って左に
群山より抜きん出て見えるのはナヲアサ下習の策限地
とV、われる紳崎郡の七種山だ o eっと右Uて同じよう Uて
突出しでいるのは明神山、それらの山々の主主か向うは
播磨灘で家島が夢のように浮んでいる。足の下ば絡皇室
をなしもその下tて荻恨の部落がある o 東方木の間が〈

〆
れ民主主えているのは、京都の愛宕山より笠の形Uて見え
るという笠形山会く E ちら. を向いても山叉山の波だo

aそとで詑念写真を撮り出発しったのが十一時頃ゼつ
?と。

尾根つ? といに北行、7 C 豹岩の療を湿る。左側ば木の
無い念斜面だが、宕仰jは何という立汲な森林だろう σ

いよいよ待望のアリセマを探ナ祭、地蔵ケ岳への遣を

のシヤグナグの犬木がないので、とれより散開して谷
の方円、下り、アワ ヤマを探ナととにナる O さM 告が採
るか。ツカ' の林氏入ると長年月 Uて積った枯葉落葉でぷ
かぷかして気持が忍げ。叉石の露出している処は崩れ
易v、。念烈薗なので用心して下りて行く。諮かが「危
v、」と呼ぶ。ガラガラと石の落ちる音がナる。皆ーせ
いに止って務ちてゆく方をみる O その瞬間千古の静寂
がやぷられた。
目的のア Fセマは惑に見慢された。発見の第一番は

やはり宣言弁先企官さった O ヤ可干ナンテンショウと遣い
とれまで? ムシグサと云われていた方K 似ている。
「変つでいる O 新種7さ」とつぶやきながら、それをび
っと見ていられる柏村先生の嬉しそうな顔、それtてし
ても此処は何という立妖な林だろう Y ガスキ其の他の
木々でつくる天井は日光も還さない。その矯か下草は

かのように見えるのはすオグマヤナギ。その他ゴト1 7 ，
;;l'Jレ等藤本もよく発育している。どの暗い林の中氏窓
の様代明るいのはイヌジデ等の落葉樹の新稔だ、端々
しい美の13が美しい。落石氏気を付げながら念な糾商
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〆る震皆ちりぢりぼらほらになってしまう、やっと谷氏
下りとホツとずる。しかしとうとう問題のア司セヌは
見付けられず残念だ。下の方にほ大きなヤマトテシチ
ンショウがあった。谷を下り皆がー処民会し? と時、室
井先生はアザセτえを四本も採て3ておられた O 北村先生

，は大事びで、生のうちにと写生をはピあちれた。

大天井岳より車工の潟VJ.下 Pるコース中少し去とれると
地裁ケ岳官。そとでは E メコマヲ・コメ ':J ガ・イワカ

、ガミ等が見られる。それより跳望のナぼらしい卒、 E
んな期待をもづて行っても決して失望するととはな
いであらう。次回雲彦μIへ登る機会があれば是非一度
ば地裁ケ岳の頂上tて立? とねるようお奨めナる。

さてぐるっと廻って虹の滴の谷間沈下れと』で主主
食をとる。十二時二十分であった。途中チャルメ Jレy
ウ・ !J.=-!J. デ・ウワバミヅウ・ツ 1レミヤ T シキミ・ケ
オす: バグロエe Y ' 石サワ 1レリ Y ウ等が見える。

十三時十分谷をさかのぼって木材運搬用の官』プウ
ェイの向発点民間る。との途中北村先生の採られたア

メタピラョ等がある O

と〉より少し行けば夢前川の源流といわれる水般
〈欧穴〉がああ。今回は言語愛，じて帰主主化鷲< 0  iil士連事wr
迄は木馬道一本だ。右側蓄食を食べた谷を埋める新緑
の美しい事、，比処は紅葉容とい L 山中のー名目家である
少し曲ると遣は谷より離れるが、新緑の林はまだっ y

く。雲が積つ? と様K 花が咲いているのはミ決キであろ
うか。トチノキも花盛り官。その美しい立首長な称もや
がて重量きて伐採地. となる。ととより見た洞ケ岳は一入
立振である。、下り遣はどんE んはかどって二時豆十五
分庇務所につ〈。途中ゴ? ジオノキ・キジ冒ラン・キ
グメヤサポグチ・ヤプミョウガ・百メノヵヘマズミ・ォ
トョ哩ウプメ e ヤマジノホトトキス・エピグ Jレ・コン
テヲギ・ヅヲフネヌウ・ウリノ、ダ力エ' 7 " が見られ? と。

午後四時トラヲグ代乗り雲彦山氏名残を惜し' J j - なが
ら帰訟につ〈。聞けぼとの山氏も時代の嵐は張く吹き
幾百年を経た大木も一瞬tて倒芭れeてゆ〈とのとと、惜
しいものぞο若し来年あたり来たら、ナっかり山の様
子M さっているかも知れない。そうなると Arisaema

孔セマは後日のお便りによるとプオグヲ干ンチンシ司 Iseppikoense Kitamura 等のあった事は菅誇りとなっ
ウ( 脅筒天南星〉と命名された新種との事であった。 Iてしまうの吃ろう。との貴重なそして立扱な森林を会
との附涯のJ f l の底は一枚岩になっていて震菌室の床とい| 部とはいわないから、一部でも手を入れないで今のま{
われている。対岸の岩代エン U イY ウ・ヲグメネ・イ
ワ手メヨカf生えている o ' 少し上手の河原のヤプデマリ
ほ花盛りだ。杉の氷のナ〈ナ〈と伸びた下でi 北村先
生J : : : りす茶につv、て、田川先生より -;J- Y ダ・サカグイ
ノデ等附近のγダ類lそっv、てお話を開< 0 あたりには
':J.ヤナシイノデ・サイゴグイノデ・円グ' E : ゥイノデ・
ヤマイヌワラビ・シケヨ/ ダ・ミグシタミヤヨイヌワ
l ラピ・モミタガサ・ヤマアジサイ・グワガタ y ゥ. ミ

'剤、
1併

懇 土の生物第一集

郷土の切花、寒天とテングサ、 1翌日行季、兎和
野原のレングツヲ夕、丹波の黒豆、質問紳庇
境内の ':J':J ヲ。

B 6列、 112.-<.ーグ，定償 50国 主室料6同
生物を愛し生物を親しむととは、われらの生活を堂

k し、科学的態度と能力を『義う源泉でありまナ。本学
会ではとの使命を痛感し、ととに「郷土の生物」を刊
行し、生徒の研究心喚起に寄奥せんとナる次第であり
まナ。生徒誇君は勿論、父兄及び教師諾霊去の御愛読を
切望しまナ。
』申込所も希望の方は、主主料を添えて、紳戸市長田区
寺池町1丁目、際立兵庫高校、岡村はた宛』て闘いまナb • 

ふにしておいて叡しいものでちるとは二日間の採集で
一杯代なった腕誌をかかえながらの車中談。会〈雲彦

;J，ジ秋の紅葉と探れば探る穏興味深い植
物の宝庫である O . 吋〈

末筆ながら今日々採集会民御指導をいただいた北
村、国J f I 両先生をはじめ諾先生方、宿舎その他種々親
切 K 御世話をいたすいた柏尾氏に誌上より厚く御礼申
上w拙い室長をお〈次第でありまナ。

; j { 上の自然第一集
氷上郡致員組合文化部続

内容 4  

氷上の植物、郡内で食ぺているキ λ司、郡
内の淡水魚、都内少初夏の鳥、土: ; r 調べよう、
郡内の気候的地位tてついて、氷上の気候

、B 6到J 112λ - v  定領32問 主主料6悶
宇都内の本会員の永年代主主る努力の給品によって氷上
り自然界が親切丁寧代面白〈警かれている o 特 Uて都教
員組合文作部長であり、本会の理事、細見末男氏の努
力Uて負う処が多い o
去ょう迄もな〈新らしい教育が地域置士会民肢に行れな

けれぽならぬ今日、際下否、金閣でト ':J プを切って新
教育の歩' J j - 方を示されたものである、翠K 郡内居住者
のみでな〈、 'I]1) キユラム rrc大童になっている現在、
理科教育代? とづきわる諸兵の好伴侶であると信び御ナ
』めしたい。
申込所、希望の方は主主料を添えて氷上郡生郷村、主主

郷中学、細見米男宛Uて願いまナ 0， ， 
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